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ブルガリア月報【２０１6 年 8 月】 

平成２８年９月 

在ブルガリア日本国大使館 

概観 

【政治・社会】

・１６日，プレヴネリエフ大統領は，大統領選挙と同日の２０１６年１１月６日に選挙関連の国民

投票を実施する旨の大統領令を発布した。 

・１７日，ブルガリア社会党（ＢＳＰ）の全国評議会は，大統領選候補者としてルメン・ラデフ元

空軍司令官を指名したことを発表した。 

【経 済】

・１２日発表の国家統計局の季節調整値によると，２０１６年第２四半期のＧＤＰ成長率は前年同

期比３．０％，前期比０．７％となった（速報値）。 

この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

政治・社会 

１． 内政 

（１）大統領選関連 

◆大統領選挙と国民投票の同日実施に関する

大統領令の発布 

１６日，大統領府広報部は，プレヴネリエフ大

統領が大統領選挙と同日の２０１６年１１月６日

に選挙関連の国民投票を実施する旨の大統領令を

発布したと発表した。国民投票は以下の３つの質

問から成る。 

（１）国民議会議員の２ラウンドでの多数代表制

による選出の是非 

（２）選挙及び国民投票における義務的投票の導

入の是非 

（３）政党及び連合への助成金を直近の総選挙で

獲得した１票当たり１レフとすることの是非 

国民投票実施の請願は，テレビ・トークショー

司会者のスラヴィ・トリフォノフ氏のチームによ

り提出された。７月，憲法裁判所は同請願で提案

された６つの質問のうち３つを違憲であるとして

却下していた。 

 

◆ＢＳＰの大統領選候補者決定 

１７日，ブルガリア社会党（ＢＳＰ）の全国評

議会は，大統領選候補者としてルメン・ラデフ元

空軍司令官を指名したことを発表した。秘密投票

でラデフ元空軍司令官が９９票，ルメン・ゲチェ

フ氏が３８票，タスコ・エルメンコフ氏が１３票

を獲得した。なお，（投票前の）ヒアリングにおい

て，イリアナ・ヨトヴァ，ミハイル・ミコフ（前

党首），マリオ・トライコフ，ヤナキ・ストイロフ

は候補者選からの撤退を表明した。 

総会で採択された選挙公約では，ブルガリアは

ロシアに対して友好的な態度を有するとの理解を

大統領は保持すべきである，そうすれば深刻な難

民危機及び重要な欧州の価値観の危機の時代にお

いて国益を守ることができる，と指摘している。 

ラデフ元空軍司令官は，定年に達したとして８

月１日に空軍司令官を辞職した。同元空軍司令官

は１６日の記者会見において，今年２月に国防省

が承認したＮＡＴＯ統合防空・ミサイル防衛シス

テム（ＮＡＴＩＮＡＭＤＳ）におけるブルガリア

の領空警備任務の共同実施のためのコンセプトに

反対している旨述べていた。 
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◆左派における大統領選統一候補擁立の失敗 

１８日，左派の「ブルガリアの復興のための選

択（ＡＢＲ）」のパルヴァノフ党首は，同党の国家

評議会がＡＢＲ，ＢＳＰを含む左派連合における

大統領選の統一候補としてラデフ元空軍司令官を

指名することを決定したと発表した。前１７日，

同元空軍司令官はＢＳＰの全国評議会で大統領選

の候補者として指名されていた。 

２３日，ＢＳＰのニノヴァ党首は，大統領選の

ための連合に関する協議からＡＢＲを除外すると

発表した。同党首によると，同決定はＡＢＲ提案

の連合協定案を契機とするものである。ＢＳＰは，

同協定案においてＡＢＲが要求する役割は過度で

あると判断した。ニノヴァ党首は，我々が対等の

政党であるということは受け入れられない，と述

べた。 

２４日，ＡＢＲのカルフィン副党首は，党執行

評議会後，ＡＢＲはＢＳＰの大統領選候補者（ラ

デフ元空軍司令官）を支持しないことを決定する

とともに，同党は別の大統領選候補者を指名する

ことを発表した。 

 

（２）その他 

◆ＥＵ議長国就任準備 

５日，政府広報局は，「ブルガリアＥＵ議長国計

画のための国家センター（ＮＣＰＢＰ－ＥＵ）」の

長として外交官のリュボミル・イヴァノフ氏が就

任することを発表した。ブルガリアのＥＵ議長国

期間は２０１８年上半期の予定である。ＮＣＰＢ

Ｐ－ＥＵはブルガリアのＥＵ議長国に関連する活

動や任務を運営・実施し，関連チームの作業を調

整し，関連する公共調達手続きを実施する。２０

１６年末までは各省庁の職員及び専門家１５名で

構成し，２０１７年及び２０１８年前半には５０

名体制となる予定である。 

３１日の閣僚評議会で，ブルガリア議長国の準

備における調整役をクネヴァ副首相に代わりボリ

ソフ首相が務めることが承認された。ボリソフ首

相は全般的なリーダーシップを取り，活動のコン

トロールを行う。大臣及び副大臣は各主要分野の

調整役に任命された。クネヴァ副首相はロジステ

ィクス，議長国チーム，議題及び優先事項を担当

し，ドンチェフ副首相はインフラ及び施設の調整

を行う。また，バチヴァロヴァ副首相は治安，ミ

トフ外相は通信及び戦略をそれぞれ担当する。 

 

◆仏週刊誌襲撃事件：国内で容疑者の義弟を

拘束 

７日，バチヴァロヴァ副首相兼内相は，仏週刊

誌「シャルリー・エブド」襲撃事件の実行犯とさ

れるシェリフ・クアシ容疑者の義理の弟であるム

ラド・ハミド容疑者（２０歳）をブルガリア国内

で拘束したことを明らかにした。同副首相兼内相

によると，ハミド容疑者に対する欧州逮捕状が発

出されている。 

ロイターは７日，司法関係者の話として，ハミ

ド容疑者がＩＳＩＬの活動に参加しようとしてい

るとの疑いをフランス当局が有していると報じた。

また，「ル・ジュルナル・ド・ディマンシュ」紙に

よると，ハミド容疑者はフランス治安当局から監

視されており，７月２５日にフランス東部で所在

不明となったとの通報が同容疑者の家族からなさ

れた。同月２８日，同容疑者はトルコからブルガ

リアに送還されたところを国境で拘束され，不法

移民収容センターに移送された。 

７月２８日，同容疑者はトルコ国境を越境した

が，同容疑者は５年間のトルコ入国禁止となって

いたため，トルコ当局は同容疑者をブルガリアに

送還した。その後，ブルガリア当局は，同容疑者

がＩＳＩＬの渡航戦闘員であるとの情報をフラン

ス当局から受領した。これに基づき，国家保安庁

長官は同容疑者のブルガリアからの国外退去及び

１０年間の入国禁止を命じた。同容疑者はセルビ

アに引き渡される予定であったが，７月２９日に

欧州逮捕状が接到したため，同容疑者はブルガリ

アで拘束された。同容疑者は単独で移動しており，

フランスのパスポートでブルガリア国境を越えた。 

８日，アルナウドヴァ検事総長報道官は記者会

見において，ハミド容疑者は国境警察に観光目的
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の渡航であると申告し，セルビアからブルガリア

に入国した，と述べた。同日，検察当局は，ソフ

ィア市裁判所がハミド容疑者に対する欧州逮捕状

に関するヒアリングを１０日に行うことを発表し

た。 

 

◆ギュレン運動に関連がある疑いのあるトル

コ国籍者のトルコへの引渡し 

１０日，トルコからフェトフッラー・ギュレン

運動（ＦＥＴＯ）につながりがあるとの疑いを持

たれているトルコ国籍のビジネスマン，アブド

ラ・ブユク氏が，ブルガリアでの滞在可能期間を

超過しているとして，トルコとのカピクレ国境地

点でトルコ側に引き渡された。

１１日，アラバジエフ内務省副官房長は記者会

見において，内務省がブユク氏のトルコ政府への

引渡し時に法律を違反したとの批判を退けた。同

副官房長は，ブルガリアは本件に関して全ての法

規定を遵守しており，オンブズマンやＮＧＯの代

表がブユク氏のトルコ政府への引渡し時に立ち会

っていなかったことについて，それは法律上の義

務ではない，と述べた。

ブユク氏の引渡し要請は２０１６年２月１５日

にイスタンブールにある共和国検察庁アナトリア

局長名で発出された。３月９日，ソフィア市裁判

所は同氏の引渡し要請を却下し，２０日後，ソフ

ィア控訴裁判所は同決定を確定した。８月１日，

トルコのチャヴシュオール外相がアンタルヤで，

トルコ政府はＦＥＴＯにつながりのあると疑われ

る人物の引渡しを求めるためブルガリアに代表団

を派遣する予定である，と発言した。これに対し，

ブルガリアのザハリエヴァ法務相は，過去１ヶ月

内にトルコ政府から引渡し要請を受けていない，

と述べた。アラバジエフ副官房長は，トルコとブ

ルガリア間の取引が今回のブユク氏の引渡しに影

響を与えたとのメディアの報道を断固として否定

した。

ニコロフ内務省移民局長は，ブルガリアは有効

な書類を保持せずにブルガリア国内に３ヶ月以上

滞在していたブユク氏を国外追放した，同氏は８

月１０日にソフィアのムラドスト地区で拘束され，

数時間後にトルコ政府に引き渡された，と述べた。

７月２９日，大統領府管理局はブユク氏の政治亡

命申請を却下する書類を発行しており，ニコロフ

局長は同情報に基づき８月９日にブユク氏の国外

追放令を発出していた。

１２日，ボリソフ首相はトルコのユルドゥルム

首相と電話会談を行った。トルコ首相府広報部の

声明によると，ユルドゥルム首相は同電話会談に

おいて，ブルガリアからトルコに引き渡されたフ

ェトフッラー・ギュレン運動（ＦＥＴＯ）の支持

者について公正な裁判を行うことを約束するとと

もに，不法移民に対する二国間協力について提案

した。

◆難民問題に関する動き 

１３日，コストフ内務省官房長は８月の難民流

入圧力増大に備え，黒海のブルガスにおける車両

点検及び国境警備を強化すると発表した。難民移

送に使われている可能性のあるワゴン車について

重点的に点検を行う。検問所も主要街道に設置さ

れ，国境警察も増員される。８月は，トルコ・ブ

ルガリア間の不法越境件数が前月比で倍となった。

８月に入ってから１，８５８件もの不法越境を確

認しており，２０１６年に入ってからは３万件超

となる。

１５日，不法移民の移送業者の公共調達におい

て，人身密輸業者と疑われる業者が選定されてい

たことが明らかになったことを受け，同公共調達

に関与したアンゲロフ国境警察長官及びアンドレ

エフ同副長官が辞任した。

１７日，欧州委員会は，欧州域外国境管理協力

機関（ＦＲＯＮＴＥＸ）からブルガリアへの派遣

要員を，トルコ国境７７名，セルビア国境３５名

にそれぞれ増員配置することを発表した。増員派

遣は，ブルガリアからの要請に基づくものであり，

今後適宜派遣される。

１８日付報道によると，難民庁は，２０１６年

７月現在で９，３８８件の難民申請を受理した。

これは２０１４年に受理した合計１１，０８１件
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に近い数字で，昨年の合計２０，３９１件の半分

となる。同庁最新の統計によると，２０１６年７

月３１日現在で３５７名を庇護認定している。２

０１４年の認定数は５，１６２件，２０１５年は

４，７０８件だった。本年７月現在で難民申請を

した外国人の国籍別では，約半分の４，４４２名

がアフガニスタン国籍で，イラク国籍が２，８３

２名，シリア国籍が１，１２０名であった。

２８日，難民流入数の増大を受け，トルコ国境

に近いハルマンリの難民収容施設を拡張すること

が明らかとなった。約４００人分の施設が拡張さ

れ，拡張後の収容可能人数は約３，０００人とな

る。国家難民庁は１６０万レヴァの公共調達を実

施する。また，本プロジェクトに関するＥＵ基金

の消化期限は今年１２月となっている。現在ハル

マンリの施設には約１，０００人が収容されてお

り，６月に比べて５倍となっていた。

 

◆プロヴディフの文化的建造物のタバコ倉庫

が全焼 

２０日，プロヴディフ市内にある４つのタバコ

倉庫が火事となり，正面部分を残して全焼した。

同タバコ倉庫は築１００年の文化的建造物だった。 

２２日，プロヴディフ地方検察局は，タバコ倉

庫の火事に対する公判前手続きを開始した，と発

表した。同市内の住所不定リュボミル・ダンチェ

フが放火の疑いで逮捕されたが，同人は無実を主

張している。 

 

◆サラホヴォ空港バス爆破事件の裁判が９月

に開始 

２４日付報道によると，２０１２年７月にブル

ガス・サラホヴォ空港で発生したバス爆破事件に

関与したとして，メリアド・ファラ（３５歳，オ

ーストラリア及びレバノン国籍）とハサン・エル・

ハジ・ハサン（２８歳，カナダ及びレバノン国籍）

の２名に対する裁判が９月２６日に特別犯罪裁判

所で開始することが明らかとなった。２名は自爆

犯として特定されているモハメド・ハサン・エル・

フセイニ（当時２４歳，フランス・レバノン国籍）

の幇助犯として，テロリズム，６名の殺人（イス

ラエル観光客５名及びブルガリア人運転手），３５

名の殺人未遂，器物損壊（爆破されたバス及び近

接の自動車）の罪に問われている。なお，被告人

２名は未だ拘束されていないため，被告人不在の

まま裁判が行われる。 

◆９月に米空軍機と共同の領空警備実施

２４日，ネンチェフ国防相は閣僚評議会後に記

者団に対し，９月９日から１６日の間，米空軍機

２機がブルガリアの領空警備に参加する予定であ

る，と述べた。これは平和維持ミッションとして

ＮＡＴＯパートナー国のイニシアチブにより行わ

れるものである。米空軍機による領空警備の経費

は米側が負担し，ブルガリア空軍も共同で参加す

る。

同日の閣僚評議会ではブルガリア・米国共同で

の領空警備を可能とする決定が承認された。同決

定は，共同任務を実施する際のブルガリアと米国

の空軍の活動を規定する。共同領空警備において

は，ブルガリア空軍の戦闘機が優先的に使用され

る。

２． 外政 

◆ギリシャとの第３回政府間共同会合の開催 

１日，第３回ブルガリア・ギリシャ政府間共同

会合がソフィアのボヤナ宮殿で行われた。ハイレ

ベル協力評議会として知られる同会合では，エネ

ルギー，輸送，観光及び災害管理における協力が

議題とされた。 

ボリソフ首相とギリシャのチプラス首相との会

談では，難民流入問題における良好な協力関係へ

の満足の意が表明された他，地域における安定の

必要性が強調された。チプラス首相は，ブルガリ

アとギリシャは建設的な協力及び地域における平

和・安定の促進の見本となっている，と述べた。

チプラス首相は会談後の声明において，二国間エ

ネルギー協力及び新たな天然ガス輸送回廊の建設

を中心的議題として挙げた。チプラス首相は，ギ

リシャはエネルギーハブの設立を考えている，と
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述べた。両者は，黒海のブルガス港とエーゲ海の

アレクサンドロポリ間に鉄道を建設する可能性に

ついても議論した。 

プレヴネリエフ大統領とチプラス首相の会談で

は，エネルギー，輸送インフラ，貿易・経済関係

及び国防におけるブルガリアとギリシャ間の協力

強化について議論が行われた。また，難民問題及

び現在の国際問題についても議論が行われた。両

者は，難民問題から生じる現在の課題及びテロと

の闘いにおいて，ブルガリアとギリシャ間の協

調・協力は地域のみならず，欧州全体にとっても

戦略的な重要性がある，と強調した。 

同日，今回の会合に際し，ブルガリアとギリシ

ャの閣僚間で二国間会談が行われた。ルカルスキ

経済相はスタタキス経済発展観光相との会談にお

いて，中東及び地域の情勢の進展にかかわらず，

ブルガリア・ギリシャ間の経済・政治関係は深化

するべきである，と述べた。また，スタタキス経

済発展観光相は，アンゲルコヴァ観光相，ニコロ

ヴァ地域開発副大臣とも会談した。 

バチヴァロヴァ副首相兼内相はムザラス移民政

策相と会談し，両国間の国境管理協力の強化につ

いて合意した。ルシノヴァ労働社会政策相は，カ

トルガロス社会保障・社会連帯相と会談し，季節

労働者に関する情報交換の可能性について議論し

た。モスコフスキ運輸・ＩＴ・通信相はスピルツ

ィス・インフラ・運輸・通信相と，ドンチェフＥ

Ｕ基金担当副首相はスコウルレティス環境・エネ

ルギー相とそれぞれ会談した。また，ミトフ外相

はコジアス外相と会談し，経済，エネルギー，難

民政策協力等について議論した。 

 

◆プレヴネリエフ大統領：リオ五輪閉会式出

席 

２０日，プレヴネリエフ大統領はオリンピック

開催地のリオデジャネイロを訪問し，選手村でブ

ルガリア選手と面会した他，リオ五輪の閉会式に

出席した。リオ五輪では，ブルガリアは新体操団

体で銅メダル，女子走高跳で銀メダル（ミレラ・

デミレヴァ選手），レスリング女子４８キロ級で銅

メダル（エリッツァ・ヤンコヴァ選手）の３つの

メダルを獲得した。

◆バチヴァロヴァ副首相兼内相：ドイツ訪問 

２４日及び２５日，バチヴァロヴァ副首相兼内

相はドイツを実務訪問した。同副首相兼内相は，

同国のデメジエール内相，フランク・ヘンケル・

ベルリン連邦国家内務・スポーツ担当上院議員，

アンスガー・ハベリング連邦議会内務委員会委員

長と会談し，不法移民，テロ対策，汚職対策，サ

イバーセキュリティ等について議論した。

◆プレヴネリエフ大統領：ドブロブニク・フ

ォーラム出席 

２５日，プレヴネリエフ大統領はドブロブニ

ク・フォーラム２０１６「欧州の強化：北と南を

結ぶ」への出席のためクロアチアを訪問した。同

大統領はリトアニア，ポーランド，スロベニア，

ハンガリー，クロアチアの元首と共に地域協力に

関する円卓会議に出席した。同大統領は，ホイト・

イー米国務次官補代理（欧州・ユーラシア担当）

とも会談した。また，同大統領は，地域の平和的・

民主的発展及び二国間関係の深化に対する功績に

より，グラバル＝キタロビッチ大統領からクロア

チアの最高勲章「トミスラフ王綬章金星勲章」を

授与された。

◆ボリソフ首相：トルコ訪問

２６日，ボリソフ首相はトルコのボスポラス海

峡第三大橋の開通式に合わせてイスタンブールを

訪問した。モスコフスキ運輸・ＩＴ・通信相及び

ラシドフ文化相も同行した。ボリソフ首相は同国

のユルドゥルム首相及びエルドアン大統領と会談

し，主に難民危機について議論した。 

ボリソフ首相はユルドゥルム首相との会談にお

いて，ＥＵ及びトルコの意志でこの手詰まり状態

を脱する方策が模索されることを期待する，Ｅ

Ｕ・トルコ再入国合意は欧州への難民流入圧力を

減少させた，と述べた他，ブルガリアがトルコと

欧州の間でバッファーとなることには同意しない，
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ブルガリアは欧州の団結と欧州各国の主権の保護

を望んでおり，ギリシャその他の難民流入諸国の

費用で問題を解決することを望まない，と述べた。

ユルドゥルム首相は，ブルガリアとトルコ間で難

民問題を解決しても本問題の完全な解決にはなら

ない，と述べた。 

ボリソフ首相はドルマバフチェ宮殿で行われた

エルドアン大統領との会談において，ＥＵとトル

コの意志があれば，難民危機の解決策を見つける

ことができる，と述べた。 

 

◆ボリソフ首相：ドイツ訪問

２７日，ボリソフ首相はドイツを訪問し，同国

のメルケル首相と会談した。同会談は，メルケル

首相が９月１６日のブラチスラヴァでの欧州理事

会を前に行っている一連の実務協議の一部であり，

オレシュコビッチ・クロアチア首相，ツェラル・

スロベニア首相，ケルン・オーストリア首相もそ

れぞれメルケル首相と会談した。 

ボリソフ首相とメルケル首相の会談後，ブルガ

リアの国境防衛に対する追加支援の獲得をドイツ

が支援することが明らかとなった。また，ボリソ

フ首相は２０１７年１月１日からの少なくとも空

の国境についてのシェンゲン加入，ユーロ導入プ

ロセスとしてのブルガリアのユーロ圏ウェイティ

ングルーム入りを要請した。 

２８日，ブルガリアに帰国したボリソフ首相は，

難民流入を止めるためにＥＵ・トルコ再入国合意

を継続する方策が必要である，ＥＵもトルコも，

難民に関する取引を順調に進めるよう多大な努力

をすべきである，トルコは即時にＥＵに加盟する

ことはできないが，トルコのビジネスマンや公務

員に対する査証要求事項の緩和はかかる方向に向

けたステップとなる，と述べた。 
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経 済 

１． マクロ経済 

◆６月までの輸出額は前年同期比３．２％減 

９日の国家統計局の発表によると，２０１６年

１～６月のブルガリアの全輸出額（ＥＵ・非ＥＵ）

は２１６．９億レヴァとなり，前年同期比で３．

２％減となった。また，同期間の全輸入額は２３

８．４億レヴァとなり，前年同期比６．４％減と

なった。同期間の貿易収支は２１．４億レヴァの

赤字だった。

２０１６年１～５月の対ＥＵ輸出額は１２０億

レヴァとなり，前年同期比で３．５％増となった。

主な輸出国はドイツ，イタリア，ルーマニア等だ

った。また，同期間の対ＥＵ輸入額は１３１．６

億レヴァとなり，前年同期比で０．９％減となっ

た。主な輸入国はドイツ，イタリア，ルーマニア

等だった。

２０１６年１～６月の対非ＥＵ輸出額は７０．

２億レヴァとなり，前年同期比で１５．１％減と

なった。主な輸出国はトルコ，中国，マケドニア，

セルビア等だった。また，同期間の対非ＥＵ輸入

額は７８．３億レヴァとなり，前年同期比で１６．

５％減となった。主な輸入国はロシア，トルコ，

中国，ウクライナだった。

◆２０１６年第２四半期のＧＤＰ成長率は前

年同期比３．０％（速報値） 

１２日発表の国家統計局の季節調整値によると，

２０１６年第２四半期のＧＤＰ成長率は前年同期

比３．０％，前期比０．７％となった（速報値）。

なお，ユーロ圏については前期比０．３％，ＥＵ

２８ヶ国は前期比０．４％だった。



 ７

◆７月のインフレ率は１．０％ 

１２日発表の国家統計局のデータによると，７

月のインフレ率は前月比１．０％となった。年初

比では－０．２％，前年同月比では－０．２％と

なった。また，過去１２ヶ月（２０１５年８月－

２０１６年７月）の平均インフレ率は－０．８％

となった。７月は，食料・非アルコール飲料が１．

７％，輸送が１．８％，文化・娯楽が６．３％増

加した一方，衣服・靴が２．２％の減少となった。

◆今年前半の外国直接投資は７．８億ユーロ 

１７日発表のブルガリア国立銀行（ＢＮＢ）の

データによると，２０１６年１～６月までの外国

直接投資（ＦＤＩ）は７億８，０００万ユーロと

なり，前年同期比１９％減となった。同期間にお

ける投資の大半は収益の再投資によるもので，３

億７，６００万ユーロだった。資本投資は１億６，

８００万ユーロで，負債性投資は２億３，４００

ユーロだった。同期間における最大の投資国はオ

ランダ（１億９，０００万ユーロ）であり，ルク

センブルク（１億１，４００万ユーロ）と英国（１

億１，０００万ユーロ）が続いた。

ブルガリアの不動産への外国投資は減少してお

り，今年前半における非居住者による不動産取引

は２，６１０万ユーロだった。

２．経済政策，産業 

（１）エネルギー関連 

◆エネルギー部門に関するユンカー欧州委員

会委員長からボリソフ首相への返書 

４日，閣僚評議会広報局は，７月７日発出のブ

ルガリアのエネルギー部門に関するボリソフ首相

からユンカー欧州委員会委員長宛の書簡に対する

同委員長からの返書の写しを公表した。同委員長

は返書において，欧州委員会は南東欧諸国，特に

ブルガリアのエネルギー部門における近代化促進

と投資に最も高い重要性を置いてきた，と述べた。 

同書簡は，９月８日及び９日にブダペストで行

われるハイレベル・グループ会合において，ブル

ガリアとルーマニア，セルビア及びギリシャとの

ガス相互接続管を含む多くの主要インフラプロジ

ェクトに具体的な進展があるだろう，とした。ま

た，同書簡は，これらのインフラプロジェクトの

進展が，欧州委員会が懸命に取り組み続け，完全

にＥＵ規則を遵守した方法でのロシアからの新た

なガス供給インフラを含む可能性のあるバルカ

ン・ガスハブのコンセプトに向けた重要なステッ

プとなる，この点において，ブルガリア政府は欧

州委員会の支援を得て，９月５日及び６日に黒海

沿岸のヴァルナで関係投資家円卓会合を実施する，

とした。 

 

◆ブルガリア・ロシア電話首脳会談の実施 

５日，ボリソフ首相とプーチン露大統領との電

話会談が行われた。本電話会談は，ボリソフ首相

のイニシアティブにより，４日にブルガリアのエ

ネルギー案件に対するＥＵの支持を確認するユン

カー欧州委員会委員長からボリソフ首相への書簡

が到着したことを受けて行われた。両首脳は共同

エネルギープロジェクトを見直す作業部会の設立

について議論し，今後，ＥＵ規則に従った形で各

プロジェクトを進捗させることについてエネルギ

ー専門家が協議することになった。 

６日，ボリソフ首相は記者団に対し，今後バル

カン・ガスハブとベレネ原発の完成に向けて投資

を呼び込むことがブルガリアの現在の課題である，

と述べた。また，プーチン大統領からは，ロシア

船舶の修理のブルガリアへの発注や，ロシアのエ

ネルギー専門家のブルガリアへの派遣についても

発言があったとした。ボリソフ首相は，ベレネ原

発関連では，仲裁裁判によってブルガリアは既に

建設された原子炉２基分の５億５３００万ユーロ

のロシア企業への支払いを求められているが，利

子だけでも毎日１６万７千ユーロが毎日加算され

ており，また，サウスストリーム・パイプライン

計画についても，敷設されるパイプがまだヴァル

ナ港とブルガス港に留め置かれているため，再び

裁判を抱えることになる旨言及した。 
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◆独立エネルギー取引所の今後の計画 

１８日，イヴァノフ・エネルギー・水規制委員

会（ＥＷＲＣ）委員長は，電力取引を行っている

ブルガリア独立エネルギー取引所（ＩＢＥＸ）の

今後の予定について当地紙に語った。同委員長に

よると，長期契約に基づく取引のプラットフォー

ムは１０月１日から開始することを計画している。

同委員長は，これは電力取引量の拡大と電力料金

の低下につながるとしている。また，より多くの

発電所が電力取引に参加する機会を得ることにな

る。また，新年からは，当日市場の取引プラット

フォームも開始する予定である。

 

（２）ＥＵ関連 

◆ルカルスキ経済相のオランダ訪問 

２９日，オランダを実務訪問中のルカルスキ経

済相は，同国のプロウメン外国貿易・開発協力相

と会談した。ルカルスキ経済相は，循環経済が２

０１８年のブルガリアのＥＵ議長国期間における

優先事項の一つである，と述べた。プロウメン外

国貿易相は，オランダは循環経済の問題を優先事

項としており，この点に関してブルガリアは支援

を当てにすることができる，と述べた。また，同

外国貿易相は，オランダは汚物処理及びエネルギ

ー転換といった循環経済の特定の分野においてブ

ルガリアに専門家支援を提供することができる，

と述べた。 

また，両相は，ブルガリア経済のハイテク分野

の促進，更なるオランダの投資の呼び込みにおけ

る潜在的協力についても議論した。潜在的な協力

分野としては，織物及び衣服，木材加工，船舶建

設，研究開発，イノベーション，水・汚物処理，

輸送インフラ等が挙げられた。ルカルスキ経済相

は，欧州イノベーション工科大学院（ＥＩＴ）に

おける地域イノベーション・ハブをソフィアに設

立する考えについて説明した。同ハブは多くの実

務協力・交流の可能性を提供するものとなる。 

（３）非ＥＵ諸国との関係 

◆ペトコヴァ・エネルギー相が中国の原子力

グループと会談 

２４日，ペトコヴァ・エネルギー相は，ブルガ

リアを訪問中の中国の総合原子力グループ（ＣＧ

Ｎ）の代表団と会談した。同会談は，一部の中国

企業が原子力分野での潜在協力可能性を表明した

ことを受け，実施された。ペトコヴァ・エネルギ

ー相は中国の代表団に対し，新規の原子力施設の

建設に関するブルガリア政府の立場，すなわち長

期戦略投資家により実施されること，政府保証が

ないこと，長期電力購入契約のないこと，につい

て説明した。 

ＣＧＮはベレネ原発の将来に関する質問を行っ

た。ペトコヴァ・エネルギー相は，ブルガリア側

は同プロジェクトの実施に関心のある潜在的投資

家と協議する用意がある，と述べ，同プロジェク

トのパラメーター及びすでに建設されたインフラ

についての情報を提供した。 

 

（４）その他 

◆銀行資産評価・ストレステストの結果公表 

１３日，ブルガリア国立銀行（中央銀行，ＢＮ

Ｂ）は，ブルガリアの銀行システムの資産評価（Ａ

ＱＲ）及びストレステスト（健全性審査，ＳＴ）

の結果に関する報告書を公表した。同報告書はコ

ンサル企業のデロイトが作成した。２つの銀行が

資本バッファー基準を満たすため資本の増強を要

請された。数日前，ＢＮＢはブルガリアの銀行シ

ステムは安定しており，ＡＱＲ及びＳＴの結果は

国家予算による銀行への公的支援を要求するもの

ではない，と発表していた。 

報告書によると，銀行システムの資本は充足さ

れており，普通株式等Ｔｉｅｒ１（ＣＥＴ１）比

率が１８．９％と，最低所要水準である４．５％

を十分に上回っている。個別の銀行の結果による

と，全銀行の自己資本が最低所要水準を上回って

いる。また，ＳＴの結果，銀行システムの強力な

資本構成及び潜在的損失への耐性が確認された。 

ＡＱＲによると，いくつかの銀行については既

存の資本バッファーの維持，２つの銀行について

は資本バッファーの回復が要請される。資本増強
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を指示された銀行はファースト・インベストメン

ト・バンク（ＦＩＢ）及びインベストバンクの２

行である。両行はすでにＢＮＢの銀行監督局に資

本増強計画を提出している。 

ＡＱＲによると，ＦＩＢのＣＥＴ１比率は１１．

３％から５％に低下する。最低所要水準の４．５％

は上回っているが，必要な資本バッファーを満た

すためには２億６００万レヴァが不足している。

同行は２０１７年４月までに資本バッファーを適

正水準まで引き上げる必要がある。また，インベ

ストバンクはマクロ経済ストレステストにおいて，

ベースシナリオで１．６％，悪化シナリオで７．

７％の資本欠損が生じる。同行は２０１７年４月

までに株式資本を２千万レヴァ増強するよう指示

された。 

ミュニシパル銀行，インターナショナル・アセ

ット銀行，トクダ銀行，セントラル・コーポレー

ティブ銀行及びテクシム銀行に対しては，ＢＮＢ

は勧告において，より高度で慎重なビジネス・会

計基準に則するよう，政策，手続き及び規則が見

直される，と述べた。 

ＡＱＲとＳＴはブルガリアで営業する６つの外

国銀行の支店を除き，ＢＮＢから許認可を受けた

全２２行について実施された。ＡＱＲは９つの作

業ブロックから成り，２０１６年の２月１５日か

ら６月３０日まで実施された。２０１５年末時点

の銀行システムの総資産は８４２億レヴァであり，

銀行システムの９６％についてＡＱＲが実施され

た。また，ＳＴはブルガリアの銀行の仮定的な金

融・マクロ経済ネガティブ要因による損失耐性を

評価する目的で２０１６年７月に実施された。 

 

◆７月のブルガリア訪問観光客は前年同期比

２１％増 

３０日付報道によると，２０１６年７月にブル

ガリアを訪問した観光客は１１０万人となり，前

年同期比２１％増となった。６月と７月の合計で

は１８０万人となる。これは記録的な数値であり，

欧州経済危機前よりも多い。スペイン及びスロベ

ニアを除く全ＥＵ諸国からの観光客が増大した。

また，ロシアからの観光客も対露制裁の影響で落

ち込んだ昨年から回復し，６月及び７月で計２８

万人（国別で最大），前年同期比２５％増となった。

これにはロシア・トルコ関係の悪化が影響してい

るとする分析もある。 

 

◆ストルーマ高速道路ロット３．３の起工式 

３０日，ストルーマ高速道路のロット３．３の

起工式がミクレヴォ村の近くで行われ，パヴロヴ

ァ地域開発・公共事業相，ラザロフ道路インフラ

庁運営委員会委員長，国民議会議員，市長，建設

関係者が出席した。 

同セクションは２つの交差点（ストルミアニ及

びサンダンスキ）と２５の主要施設を有する予定

である。本プロジェクトはＥＵ基金の運輸実施プ

ログラムから共同融資を受ける。計１５０ｋｍの

ストルーマ高速道路はリューリン高速道路とのダ

スカロヴォ交差点（南西部）とクラタ（ギリシャ

国境付近）間を通る。ストルーマ高速道路のうち

８５ｋｍ（ペルニック－ブラゴエフグラッド間，

メルニック－クラタ間）はすでに完成しており，

残りの６５ｋｍが今後建設される。 

 

◆小麦の豊作 

３１日，タネヴァ農業・食料相は穀物評議会の

会合後，今年のブルガリアの小麦の生産高は１９

８０年来で最高となる，と述べた。同相によると，

平均生産高はデカール当たり４９４ｋｇであり，

最高はシリストラの同５６８ｋｇである。また，

同相は，昨年の在庫と合わせると，現在，合計６

００万トン超の小麦が使用可能である，と述べた。

国内消費量は２００万トン未満であるため，余剰

分は輸出に当てられる。小麦の豊作を受け，７月

の小麦価格は前年同期比で１５％減となっている。 

 

◆中国製バス１１０台がソフィア市を運行 

３１日，ファンダコヴァ・ソフィア市長は，ソ

フィア市内を運行することになる１１０台の中国

製のバスのうち７０台を公開した。９月末までに

１１０台が運行する予定である。これらのバスは



 １０

１２ルートを運行していた古いバスと入れ替えら

れる。これらのバスを生産した中国企業ユートン

は，バスの部品の一部は欧州で生産され，中国で

組み立てられた，と述べた。ソフィア市の計画に

よると全てのバスの平均使用年数が７年未満とな

るよう，２０１９年までにバスを入れ替えなけれ

ばならない。 
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ブルガリア内政・外交の動き(８月) 

  在ブルガリア大使館 

  

 

１（月） ★チプラス・ギリシャ首相のブルガリア訪問（ギリシャとの第３回政府間共同会合） 

２（火）  

３（水）  

４（木）  

５（金）  

６（土）  

７（日）  

８（月）  

９（火）  

10（水）  

11（木）  

12（金）  

13（土）  

14（日）  

15（月）  

16（火） ●大統領選挙と国民投票の同日実施に関する大統領令の発布 

17（水） ●ＢＳＰの大統領選候補者がラデフ元空軍司令官に決定 

18（木）  

19（金）  

20（土） ☆プレヴネリエフ大統領：リオ五輪閉会式出席 

21（日）  

22（月）  

23（火）  

24（水） ☆バチヴァロヴァ副首相兼内相：ドイツ訪問（～２５日） 

25（木） ☆プレヴネリエフ大統領：ドブロブニク・フォーラム出席（於：ドブロブニク） 

26（金） ☆ボリソフ首相：トルコ訪問 

27（土） ☆ボリソフ首相：ドイツ訪問 

28（日）  

29（月）  

30（火）  

31（水）  
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ブルガリア経済指標の推移 （出典：国家統計局，中央銀行） 
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行） 

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Q1 Q2

GDP成長率 (％) 6.2 -5.0 0.1 1.6 0.2 1.3 1.6 3.0 3.0 2.9

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,793 10,673 11,162 11,275 11,561 12,001 - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Q1

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,328.0 -1,589.7 -252.6 -327.7 -4,552.5 -1,774.3 849.1

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.2 -3.2 -2.0 -0.3 -0.4 -5.4 -2.1 1.0

＜失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan Feb Mar Apr May June July

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 351 329 335 330 324 305 286 274 268

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 10.7 10.0 10.2 10.0 9.9 9.3 8.7 8.4 8.2

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan Feb Mar Apr May June July

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.9 -0.4 0.0 -0.3 -0.7 0.0 0.0 -0.1 1.0

月額平均賃金 (BGN) 545      609      648      686 731 775 822 894 917 904 943 962 942 936 -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan Feb Mar Apr May June

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.2 6,552.0 5,997.7 5,906.9 5,911.1 7,128.4 7,654.4 7,585.7 7,500.4

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,134.6 32,873.4 32,804.4 28,093.3 27,937.0 27,830.1 27,661.0 27,707.1 27,532.2 27,394.2

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016Jan Feb Mar Apr May June

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,169.7 1,476.3 1,320.9 1,383.7 1,339.1 1,593.1 98.3 290.0 367.6 461.0 596.3 778.4

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -3,532.7 -2,690.2 -3,992.0 -2,932.7 -2,776.6 -1,916.6 41.6 -51.4 -217.6 -321.8 -482.7 -538.2

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 14,180.6 19,055.0 19,674.9 21,217.8 21,026.3 22,183.8 1,651.2 3,334.1 5,131.1 6,902.6 8,637.3 10,676.2

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 17,713.3 21,755.2 23,666.9 24,150.5 23,802.9 24,100.4 1,609.6 3,385.4 5,348.7 7,224.4 9,119.9 11,214.3  


